
第３号様式（箙15条関係）

事業者排出量削減報告轡

邸業手の主たる
粟

住１政当する□にはロレ印を妃入してください．特定事栗石以外のmHWyの方はし印の妃入は不里です。

２「基申年“とIﾕ叶団111ｍの的年皮を、「目侭年度」とは針囮１９１問のH1供年度を、rCH告年輿とは叶回期、のうち．今回報告の対象となる年度をいい虫す｡

３蕊麺篭喋分L鰹璽府璽墾醗⑫蕊麺P堕璽麺壬=②瞳IUE仲P晁生すらt､璽効果ｶﾞｽを．「伯送本閃俳'１１区分｣とは自動中返送平察者については便I'】の本■の位回を京価府内とする
車両の排出する極虫坊ヨモガスを．険、中藁宥については係布する街物申閂又は妓客中岡の緋11Iする皿竃効果ガスを．『その他排出区分ｊとは上妃I2U1の京都府内における51粟所等の亭粟活助に伴い発生する国宝
効果ガスをいいます．

４鰹単蝉型9與墾鴎麺騨醗｣の，用途区分｣にはＰＯ工囚､Uz務所などのｉｎ途を記入してください．「原111位の１日風には.分子のr=臣化炭素換算』の下に分母となる佃侭(生臣歓且.延べ床
面租、竃1丁取印寺）を記入してくださ',１．

５「その他の地球凪囮化対顔による田宝効采ガスの1N城且等」のうち「森林の保全及び駐伯」の「目概年度（叶囲）」釦には､f圃期１１ｺ中の目揮の既Dfを、「報告年度（実似）」田には実檀の既ﾛfを妃入してくださ
い．

６Ｊ錘璽ＬＦＩ１－蕊窒度（１９９０年度)を基申とした排出且の対比や.省ｴﾈ■品､U兜など他者の皿函効果ｶﾞｽ排出I､城への且飲､グリーン国連の採用.特定ﾌﾛﾝなどの采､U価定外の皿宝効果ｶﾞｽの
而譲などを妃入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる珊務
所の所在地）

〒616-8104京都市右京区太秦下刑部町１２番地

氏名（法人にあっ
ては．名称及び代
衷者の氏名）

京都市公営企業管理者交通局長葛西宗久

事業者の主たる
業種 自qih車運送駆業及び高速鉄道nJ業

該当する事業者
要件 ロ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当卒業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1.500キロリットル以上））

厨繍Ii離瀞鰻化対箪条例麓行規則露'0条蕊2号又は蕊滑麟当事蘂箸(大規模運送事蕊者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ'0'台以上/ﾀｸｼｰ'50台以上/銭適寧
ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
環境にやさしい公共交通機関である市バス・地下鉄への利用を促進し，目､i車交通（マイカー）中心社会からの転換を図るとともに，低公害パス111両の
導入や，職員への啓発，地下鉄の設備機器等の更新時に省エネ仕様のものを採用するなどハード・ソフトの両面からの対策を麟じ温室効果ガス排出型の
削減に取り組む。

推進体制
京都市地球温暖化対策推進本部の各部会に櫛成員（各部門に１人）を中心に，実施計画及び進捗状況を管理する。

環境マネジメントシステム名称 ISO１４００１ 

適用範囲 交通局本局庁曾

取得年月日 平成19年８月２９日

年度ごとの具体
的な取組及び楢
図の状況

年度

２０～２２ 

２０～２２ 

２０～２２ 

投備、対象、工程等

事務系

自動車運送事業

高速鉄道事業

措囲内容

、気，ガス．ガソリン等エネルギーを減らし，田室効果ガス排出皿を３％NII城する。

ア.

ス ･ツプの実櫨とｎ回への啓発

坦下険ⅨBQ虹肛■のファンの迅伝時囚を囮小する。地下険Ⅸ照明倒囲の更Di時に省エネ仕様のものを綴用する．換気用送排91機のファンVベルト更月i町に省エネ仕伍の
ものを援用する。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送１１１両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実絞に対する自己評価

基寧年度（実澗）

(１９）年度
(＝随化供粛U1瓦）

目砥年匪（計画）

(２２）年度
(二飽化幽索換算）

増減率
(計画）

報告年度（実繊）

(２１）年度
(=腫化戊秦換算）

墹減率
(実繍）

22,377.0ｔ 22’793.0ｔ 1.9％ 22,929.3ｔ 2.5％ 

46,975.0ｔ 47,590.0ｔ 1.3％ 48,733.0ｔ 3.7％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

．］６９．３５２．０ｔ ･２70,383,0ｔ Ｌ５％ ･４７Ｌ662.3ｔ 3.3％ 

地下鉄事業については，平成19年度による新駅（２駅）が墹股されたため基噸年度より増加している。パス事業について
は，臨時増発等を行ったことに伴って増加して1,1る。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

事務系
二酸化炭素換算

延床面稠

自動車事業 二酸化炭素掴算
走行距離数

高遠住逝UJ粟
二酸化巌素換算

走行距離数

実繊に対する自己評価

基率年度（爽緬） 目標年度（計画） I､城率（lif園） 報告年度（実綱） 畑減率（実績）

0.10176t-CO2/､Ｉ 0.ｌＯＩｌＯｔ－ＣＯ２ｍＩ －０．６％ 007747l-co2/､Ｉ -23.9％ 

0.00132t-CO2/k、 ｑＯＯｌ３０I-co2/k、 －１．０％ 0.00133I-CO2/k、 0.7％ 

0.00160１－CO2/k■ 0.00168ＩＴＯ2/、 4.6完 0.00158t-CO2/k、 －１．２％ 

行０－鋲殉示においし，汀智1夛転に汗い麺;乱腿Ｈ１虹か大嘱に碩少した。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整億

府内庫の木材の利用

自然エネルギーを利用したfH力
又は熱の供給

グリーン勉力の購入

家庭における温室効果ガス排出
、の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取皿且邨 (二敗化Ht索UQ耳）

唖借而画） hａ 殿奴且） ｔ 

利用且） IｎＵ pU蛍匝） ｔ 

完矼且） kwｈ Ｂｌ蛍旦） ｔ 

船供給皿） GＪ ､I減且） ｔ 

剛人屋） kwｈ ､１１減且） ｔ 

(閣入且》 ｔ (I\1浬且） ｔ 

一一一一一一一￣ ●３ｔ 

報告年圃 (実繍）
取lnH等 (二酸化炭素換算〕

鱒白面繭） hａ 吸収且） ｔ 

利用且） IｎＵ 団滅且） ｔ 

兜町EL） kwｈ IPI減且） ｔ 

RWt総且） GＪ Ｍ減且） ｔ 

鴎入、） kwｈ ｢M波且） ｔ 

〔餌入、） ｔ 〔1N減且） ｔ 

●５ ｔ 

差引排出量

(排出合Rf-削減専合lＩf）

基準年度（実繊）

＊Ｉ69.352.0ｔ 

目標年度（計画）

10ｺﾙ(03170,383.0ｔ 

j１１減車（iIf画）

1.5％ 

報告年度（実絞）

IOll-lo6)7Ｌ662.3t 

増減率（実紐）

3.3％ 
地球温畷化対策
に資する社会貢
賦活動

１交通局では，環境定期券IHI度を導入しており，土・日のマイカー抑I1H1に努めております。また，瓦休み期１１３においては，保圏者同伴の俎合に，小学生２人まで小児迎
賀の無料となる「市バスecolエコ）サマー」を実施しました．（22年度も実施予定）
２関係樋関と連挽した「走行顛境改聾・パス専用レーン啓発キャンペーン｣等の市バスの走行環境改善活動を実施し，排出ガスの軽減に努めております．

特記事項 目U3UllL畢栞

乗り物に必要なエネルギーを比較すると，１人を１１[ｍ迎ぷのに必要なエネルギー（Ｋｃａｌ）は，「パス１１５」
比べ約３０％のエネルギー消費ですむとされています。

高速鉄in事業

平成２０年１月１６日東西線二条～太秦天神ﾉIⅢ0延伸囲通
(２．４キロ延伸，新眼識巴（西大B日pl池灰,太秦天神川駅））

｢采IMIII567」となっており，パスは梁1,巾に


